
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校番号 

北部教育事務所 

中 学 校 ３ ６ 

 

共有（見守り） 

学校・家庭・地域が一体となって 
子供の志の実現を見守ります。 

＜主な行事＞ 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

＜教育課程（年間授業日数 198 日）＞ 

 
 

 

 

 

 

 

  校 長 松 永 哲 

本校は江南北中学校と江南南中学校の合併により、昭和３４年に江南中学校として
開校し、今年度で６７年目を迎えました。熊谷市南部、荒川右岸の丘陵地帯に位置し、
これまで約 10,000 名の卒業生を送り出し、全国で活躍しています。 

 本年度は、全校生徒２６６名（R8.5.1 現在）、教職員４０名余が熊谷教育の指針の
下、「 自律 協調 貢献 志 高く、地域と共に未来を創生する江中生 」を教育目標
に掲げ活動しています。生徒に「知・徳・体のバランスの取れた確かな学力」を身に

付けさせ、家庭、地域から信頼される学校となることを目指します。 
 また、地域文化の中心となり、熊谷教育の指針にもとづき、学校・家庭・地域と連
携した教育活動を進めてまいります。引き続き、「熊谷の子どもたちは、これができま

す！『４つの実践』と『３減運動』」に取り組んでまいります。ご協力、ご支援をよろ
しくお願いします。 
              
   

〇わかる授業を推進し、知・徳・体のバランスの取れた学力を身につけさせます。 
〇体験活動を充実させ、心身ともにたくましく、心豊かな人づくりを目指します。 

〇ＩＣＴ危機を積極的に活用することで、子供たちの学力をさらに高めます。 
〇家庭や地域との連携を密にし、信頼される学校を目指します。 
○生徒指導マニュアルを活用し、是々非々で積極的な生徒指導を推進し、安心して  

学べる学校を目指します。 
○歌声や挨拶にあふれ、創意と工夫に満ちた明るく活力のある学校を目指します。 
≪目指す生徒像≫ 自律・協調・貢献 

≪目指す学校像≫ ○知・徳・体のバランスの取れた確かな学力を育成する学校 
○心豊かな心身とともにたくましい人づくりを目指す学校 
○創意と工夫に満ちた活力ある学校 

≪目指す教師像≫ ○一時間一時間の授業を大切にする教師 
○一人一人の生徒を認め、励まし、その能力を十分に伸ばす教師 
○是々非々で生徒指導にあたる教師 

○教育公務員としての自覚と責任をもって校務にあたる教師 
○誰にでも気持ちのよい接遇に努めることができる教師 
○教職員同士がお互いに助け合いながら、生徒の成長に力を注ぐ教師             

昭和２２年 ４月 １日 埼玉県大里郡御正村御正中学校・大里郡小原村小原中学校創設 
昭和３０年 １月 １日 埼玉県大里郡江南村立江南北中学校・大里郡江南村立江南南中学校と改称 
昭和３４年 ４月 １日 埼玉県大里郡江南村立江南中学校創設 初代校長 小沢 八郎 着任 
昭和３６年 １月 ８日 新校舎にて授業開始 （開校記念日） 
昭和３７年 ７月１５日 体育館完成 
昭和３９年 ９月 ７日 プール竣工 
昭和４０年 ４月 １日 第２代校長 村田 茂雄 着任 
昭和４２年 ４月 １日 第３代校長 小沢 八郎 着任 
昭和４５年 ３月２７日 校歌制定 
昭和４５年 ８月２１日 管理棟西外廊下増設 
昭和４６年 ４月 １日 第４代校長 小林 忠勝 着任 
昭和４７年 ４月 １日 特別支援学級創設 
昭和４９年 ４月 １日 第５代校長 橋本 寿夫 着任 
昭和５０年１１月１９日 学校給食優良校文部大臣表彰 
昭和５５年 ４月 １日 第６代校長 斉藤 常治 着任 
昭和５８年 ４月 １日 第７代校長 嶋野 義智 着任 
昭和６０年１０月 ８日 新校舎落成 
昭和６０年１１月 １日 町制施行により江南町立江南中学校と改称 
昭和６２年 ４月 １日 第８代校長 贄田 春吉 着任 
平成 元年 ４月 １日 第９代校長 服部 喜昭 着任 
平成 ３年 ３月３１日 コンピューター室､１階教室新設 
平成 ４年 ４月 １日 第１０代校長 木島   宏   着任 
平成 ６年 ４月 １日 第１１代校長 原口 明   着任 
平成 ８年 ４月 １日 第１２代校長 中島 久榮 着任 
平成 ８年 ３月１６日 プール改修 
平成 ８年 ８月３０日 さわやか相談室新設 
平成 ９年 ８月２９日 校庭整備工事完了 
平成１１年 ４月 １日 第１３代校長 荻野 俊行 着任 
平成１４年 ４月 １日 第１４代校長 根橋 文武 着任 
平成１６年 ３月 ２日 新体育館竣工 
平成１６年 ４月 １日 第１５代校長 新井 和彦 着任 
平成１７年 ４月２３日 読書活動（朝読書）文部科学大臣 表彰 
平成１７年１１月１５日 県教育委員会指定彩の国パイオニアスクール発表 
平成１９年 ２月１３日 熊谷市編入合併により熊谷市立江南中学校と改称 
平成１９年 ４月 １日 第１６代校長 林 健次 着任 
平成２０年１１月２９日 創立５０周年記念式典挙行 
平成２１年 ４月 １日 第１７代校長 中野 辰夫 着任 
平成２１年１１月 ７日 熊谷市教育委員会委嘱「心豊かな人づくり」研究発表 
平成２３年 ４月 １日 第１８代校長 大河原 宏 着任 
平成２４年 ４月 １日 熊谷市教育委員会委嘱「学習指導」研究学校 
平成２４年 ８月２５日 普通教室１１室「空調システム設置」 
平成２５年１１月 ２日 熊谷市教育委員会委嘱「学習指導」研究発表 
平成２６年 ５月 ２日 埼玉県教育委員会委嘱「いじめ防止のための人間関係づくり研究推進校」（～H27） 
平成２７年 ２月１２日 校庭南側等防球ネット設置 
平成２７年 ２月１６日 特別教室７室空調システム設置 
平成２７年 ４月 １日 第１９代校長 宇野 聡規 着任 
平成２８年 ３月１０日 体育館内国旗、市旗、校旗新調 
平成２９年 ４月 １日 熊谷市教育委員会委嘱「学習指導」研究発表 
平成３０年 ４月 １日 第２０代校長 今村 美己 着任 
平成３０年１１月２０日 「優良ＰＴＡ」文部科学大臣 表彰 
令和 ３年 ４月 １日 第２１代校長 小島 直樹 着任、生徒用タブレット一人一台配置 
令和 ４年 ８月 １日 校舎内外蛍光灯・体育館内水銀灯のＬＥＤ化 
令和 ５年１０月２８日 熊谷市教育委員会委嘱「人権教育」研究発表 
令和 ６年 ４月 １日 第２２代校長 大澤  聡 着任 
令和 ８年 ４月 １日 第２３代校長 松永  哲 着任 

１ 新熊谷プロジェクトで授業改善  

○ラウンドシステムの考えを意識した授業 １００％ 
①笑顔 ②対話 ③我慢 ④気付き ⑤共有⑥漆塗 ⑦量→質 ⑧タイミング ⑨仕込 ⑩教科書 

○徹底的にかまう（声掛け）授業の実践１００％ 

 ○管理職による日常的な授業参観  毎日１０分 

２ わかる授業の実践 

 〇学習内容の明確化と、1時間の授業の見通しの

見える化（ねらいとまとめの提示）  １００％ 

 〇日常的なＩＣＴの活用 

〇指導者を招いての授業研究会の実施  １人１回以上     

３ 基礎基本の確実な習得 

○授業における復習時間の確保      ９０％ 

〇新くまなびスクールの活用    出席率９０％ 

〇学力補充講座（テスト前、長期休み）  １０日 

＜学校教育目標＞ 

自律 協調 貢献 
志高く 地域と共に未来を創生する江中生 

１ 考え議論する道徳授業の実践 

○考え議論する場面の設定       毎時間 

○価値を共有する掲示         全教室 

２ 学習・生活習慣の確立 

〇家庭学習の意識向上・確立     提出８０％ 

〇当たり前のことが当たり前にできる（学習基盤） 

⇒あいさつ・返事・時間・整理整頓ができる生徒 ９０％ 

○読書活動の推進     朝全員読書１００％ 

図書室利用１日５０人 読み聞かせ活動３回 

３ 人権教育・インクルーシブ教育の充実 

 〇人権感覚を育む教育活動の推進 

⇒いじめ撲滅・スマホ使い方宣言の達成 ９０％ 

⇒ソーシャルスキルトレーニングの活用 年３回 

○新くまなび支援室の活用        毎日 

 

１ 道徳の見える化 

 ○学校内外のﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動参加   ５０％参加 

 ○花と緑の環境づくり  植栽３回、緑のｶｰﾃﾝ 

 ○地域との交流（合同防災訓練等１０回） 

２ 体育・健康教育の充実 

○できなかったことができるようになる保健体 

育の授業の実施 

⇒新体力テストの年２回（春・秋）実施 

⇒新体力テスト県平均を上回る項目  ８０％   

○ＨＱＣシートによる生活習慣の向上 

⇒生活習慣改善、メディア接触の減少８０％ 

〇学校保健委員会の保護者参加率向上 

○多様な災害・事故を想定した防災訓練の実施 

３ 生徒会活動の活性化 

 ○５・３・１運動、無言清掃、先手挨拶運動 

意識調査 ８０％ 

                 

学校経営方針 

学校沿革の概要 

＜日課表＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

＜学校研究課題＞ 

確かな学力の向上を目指す学習指導の研究 

〜学びを支える学級づくり、授業づくり～ 

「熊谷の子どもたちは、これができます！『４つ 

の実践』と３減運動』」、「スマホ使い方宣言」、 

「タブレット端末の約束５か条」の推進 
〜大人（教職員・保護者）が手本となって〜 

あいさつ 

自律（知・志を立てる） 

自ら考え、正しい判断をし、 
自分の心を律することのできる生徒 

１ 「ラウンドシステム」の考え方を生かした授業改善 
２ わかる授業の実践 
３ 基礎基本の確実な習得 

目 指 す 生 徒 像 ・ 重 点 目 標 

協調（徳・志をはぐくむ） 

互いに助け合い、譲り合い、 
ともに学び合える生徒 

１ 考え議論する道徳授業の実践 
２ 学習・生活習慣の確立 
３ 人権教育・インクルーシブ教育の充実 

 

貢献（体・志に生きる） 

「時場礼」を実践し、 
心身ともに健康で安全な行動がとれる生徒 
１ 実生活における道徳の見える化 
２ 体育・健康教育の充実 
３ 生徒会活動の活性化 
 

家庭・地域との連携・協働 ① 学校からの積極的な情報発信 
⇒ＨＰ、各種たより、tetoru 

② ＰＴＡとの連携 
⇒大人が手本となって 

③ 地域との連携（行事への協力） 
⇒学校運営協議会（小中合同） 
江南地区健全育成会、保護司 
会、ほたるを保護する会 


